
会 議 録 

会議の名称 令和６年度 第 2回 中野市・山ノ内町地域公共交通対策協議会総会 

日 時 令和６年６月２７日（木） １０：００～１０：５０  

会 場 中野市役所５階 会議室５２・５３ 

出席者等 

出席委員：18名（欠席者 6名） 

・中野市       副市長         竹内 敏昭 

・山ノ内町       副町長         久保田 敦 

・長野電鉄株式会社   運輸課長          平井 義高 

・長電バス株式会社   乗合・乗用部長代理     高山 和良 

・中野ハイヤー株式会社  専務取締役         石渡 陸夫 

・北信地域振興局     企画振興課長     羽田 直史 

・中野警察署       交通係長         田島 久志(代理) 

・山ノ内町交番   所長         山﨑 賢二 

・中野市区長会      会長            鈴木 浩史 

・信州中野商工会議所   専務理事          池田 喜芳 

・山ノ内町商工会     会長            田中 篤 

・中野市社会福祉協議会  会長            酒井 久 

・山ノ内町社会福祉協議会 事務局長          山口 辰也 

・(一財)山ノ内まちづくり観光局 専務理事       湯本 義則 

・長野電鉄労働組合    副執行委員長        清滝 淳也 

・公募（中野市）                 小林 信幸 

・公募（中野市）                 市村 義明 

・公募（山ノ内町）                  松本 百合子 

 事務局：6名 

 ・中野市総務部      部長   栗林 淳一（幹事長） 

 ・中野市総務部企画財政課 課長   阿藤 博之（事務局長） 

 ・中野市総務部企画財政課 係長   池田 寿 

 ・中野市総務部企画財政課 主事   高橋 悠 

 ・山ノ内町未来創造課   課長   堀米 貴秀（副事務局長） 

・山ノ内町未来創造課   主任   樋口 智章 

随  行：1名 

 

 

 

次第 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 付議事項 
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 議案第１号 中野木島線（一部）のルート変更及びダイヤ改正について 

 議案第２号 「ふれ AIタクシー」実証運行について 

議案第３号 中野市・山ノ内町地域公共交通計画の一部変更について 

議案第４号 地域公共交通計画別紙の一部変更について 

      ・４－１ 令和６年度地域公共交通計画別紙 

      ・４－２ 令和７年度地域公共交通計画別紙 

４ その他 

５ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 ・次第、議事・資料、名簿 

発言内容 ・別紙のとおり 
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≪別紙≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会    【進行】中野市 総務部長  栗林 淳一（幹事長） 

 

２ あいさつ  中野市 副市長 竹内 敏昭（会長） 

 

３ 付議事項  中野市総務部企画財政課 課長 阿藤 博之（事務局長） 

<議案第１号 中野木島線（一部）のルート変更及びダイヤ改正について> 

→【事務局】中野市総務部企画財政課 課長 阿藤 博之（事務局長） 

・小中学生の登下校時の安全確保をするため、今回ルート変更とダイヤ改正をした

い。詳細については、長電バス株式会社よりお願いします。 

 

●長電バス株式会社 高山和良 

・中野木島線は、狭いルートとバイパスルートがある。15 時台は、狭いルートを運

行しており、学生の通学ルートと被ってしまう。 

・子供たちの安全を確保するため、ルート変更してほしいと市民から要望があった

ことから、15時台の運行を狭いルートからバイパスルートに変更したい。 

 

●意見なし 

異議がなかったため、議案第１号については原案どおり承認。 

 

<議案第２号 「ふれ AIタクシー」実証運行について> 

→【事務局】中野市総務部企画財政課 課長 阿藤 博之（事務局長） 

・前回協議会で、ドア・ツー・ドアの実証運行が今後の公共交通の在り方として問

題提起されたが、その後、タクシー事業者、バス事業者と協議・調整を進め、実証

運行を実施するため、協議会に提案させてもらった。 

・お出かけタクシーの利用者は、減少傾向であり、地域課題としても、高齢者の移

動手段を確保するのが困難になっている。高齢者がバス停まで行く力がない現状を

踏まえ、福祉的な要素を含んだ「ふれ AIタクシー」の実証運行を実施したい。 

・事業内容については、自宅から目的地、目的地から自宅までのドア・ツー・ドア

で運行。 

・対象者については、70歳以上、免許返納した 65歳以上も対象。 

・エリアについては、延徳・平野・高丘エリアに住んでいる方。 

・運行時間については、タクシー事業者と調整し、9時半から 15時まで。 

・運賃については、一人 500円となり、支払い方法は、現金。 

・利用イメージとしは、病院・薬局・スーパーへの利用であり、必ずスマートフォ

ンで事前予約してもらう。 

・お出かけタクシーを利用している方でスマートフォンを持っていない方について

は、今後、タクシー事業者と協議を行い、電話予約ができるよう検討する。 

・共創パートナーとの連携として、中高医師会、中高歯科医師会、中高薬剤師会と
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内容要旨 

 

 

 

連携していく。中高医師会からは、実証実験を期待されている。 

・実施期間は、令和 6年 11月 1日か令和 7年 1月 31日の三か月間を予定している。 

 

●中野市副市長 竹内敏昭（会長） 

・11 月からの実証実験までに、様々なケースに対応できるよう整備を行い、先進地

である、伊那市、茅野市の状況をしっかりと把握しながら、構築していく。 

 

●公募 小林信幸 

・利用者を絞り込んで実施することは良いことだと思う。 

・運行時間が 9時半であるが、病院に通う人を考えるともう少し早くしてほしい。 

・利用者の年齢層を考えると、ほとんどの方がスマートフォンを使えていないため、

市民へ丁寧な説明をしてほしい。 

 

●中野市総務部企画財政課 課長 阿藤 博之 

・運行時間については、一般のタクシー利用者を考慮し、9時半に設定した。 

・スマートフォンについては、各家庭に災害時の音声告知放送を設置しているが、

保証期間が終わり、使えなくなる中で、全世帯、各個人にライフビジョンというシ

ステム導入を考えている。システムの普及も兼ねて、できるかぎり市民にスマート

フォンを持ってもらい、アプリを入れてもらえるよう、各地区に出向いて説明する。 

 

●中野市副市長 竹内敏昭（会長） 

・6月の市議会定例会でもスマートフォンが使えない人へ丁寧な説明を求められてお

り、高齢者対応として課題も多い。スマートフォンが使えない高齢者に対しては、

電話での予約対応も検討している。 

 

●信州中野商工会議所 池田 喜芳 

・目的地として、病院、薬局、スーパーとなっているが、お年寄りが美容院へ行く

際の利用はできるのか。 

 

●中野市総務部企画財政課 課長 阿藤 博之 

・当初から議論している、公共交通の在り方の中で、タクシー事業者、路線バスの

バス事業者と調整し、今回の実証実験では、病院、薬局、スーパーのみとさせても

らう。 

・どのように利用されるか、実証実験してみないと分からない部分があり、事例と

しては、最寄りの薬局を登録して、その周辺に行きたい場所があれば、歩いて行け

てしまい、穴をすり抜けた予約方法も出てくる可能性がある。今回は、病院、買い

物に行くことが一番の課題であるため、そこに着目して、実証実験を進めていきた

い。 

 

●中野ハイヤー株式会社 石渡 陸夫 
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・市の説明を受け、この運用形態は、福祉的な要素に特化していると理解した。公

共交通がこれから展開して行く中で、この運用形態は、一部の要素として入ってく

るが、全面的になる恐れがないと理解した。 

・公共交通として、ふれ AIタクシーが主になると、タクシー事業者として考えてし

まう部分があるが、福祉的な要素が強いことを考えると、乗客、場所が限定される

ため、タクシー事業者への圧迫も少ない。 

・福祉的な要素が強いのであれば、これからは、AI を取り入れ運行していく時代に

なると感じる。乗客には、ふれ AIタクシーを便利に利用してもらいたい。 

 

●中野市社会福祉協議会 酒井 久 

・午前中の診療 8 時半から 12 時、午後が 15 時から診療が一般的に多いと思うが、

運行時間が 15時までであるため、午後の診療に利用できない。要望としては、実証

実験を行う中で、今後は、16 時まで運行時間を延ばしてもらい、午後の診療後に利

用できるよう、検討してほしい。 

・利用者が延徳・平野・高丘地区限定であるが、目的地については、中野市内であ

ればどこにでも行けるのか教えてほしい。 

 

●中野市総務部企画財政課 課長 阿藤 博之 

・夕方の運行時間について、要望が多いため再度調整し検討する。 

・エリアについては、資料 4ページに記載している赤枠内となる。くまき整形外科、

イオンがエリア外となるが、事前登録してもらう中で、掛かり付けの病院、スーパ

ーであれば行けるよう対応する。 

・11 月の実証実験を開始するに、8 月中に議会、市民へ説明を行い、宣伝をしてい

きたい。 

 

●その他意見なし 

異議がなかったため、議案第２号については原案どおり承認。 

 

<議案第３号 中野市・山ノ内町地域公共交通計画の一部変更について> 

→【事務局】山ノ内町未来創造課地域創造係 樋口 智章 

・7月より、チョイソコやまのうちを本格運行するにあたり、本体計画書内に「チョ

イソコやまのうち」の記載が必要であるため、追加します。 

・資料 8 ページ、公共交通の機能分類、支線バス路線の該当要素に「チョイソコや

まのうち」を追加。 

・資料 9 ページ、基本サービスレベル、支線バス路線の該当要素に「チョイソコや

まのうち」を追加。 

・資料 10ページ、公共交通利用者数の維持、バス等の利用者数の利用データに「チ

ョイソコやまのうち」を追加。 

・資料 11ページ、（目標 1）バス等の利用者数、路線名に「チョイソコやまのうち」

を追加します。年間利用者数の現状値については、「楽ちんバス」と「チョイソコや
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まのうち」の合算数値となる。 

・資料 12ページ、（目標 3）バス事業に関わる行政負担額、路線名に「チョイソコや

まのうち」を追加。行政負担額、利用者数等については、変更なし。 

・資料 13ページ、実施事業の内容、支線バス路線の運行維持の事業概要に「チョイ

ソコやまのうち」を追加。 

<議案第４号 地域公共交通計画別紙の一部変更について> 

 ４-１ 令和６年度地域公共交通計画別紙について 

→【事務局】山ノ内町未来創造課地域創造係 樋口 智章 

・昨年度、本協議会にて令和 6 年度地域公共交通計画別紙が承認されましたが、事

業計画が令和 5 年 10 月から令和 6 年 9 月末までの期間であり、「チョイソコやまの

うち」が実証運行を経て、7月より本格運行するため、事業計画内に「チョイソコや

まのうち」の記載が必要であるため、追加します。 

・資料 14 ページ内に「チョイソコやまのうち」を追加。年間利用者数については、

「楽ちんバス」と「チョイソコやまのうち」の合算数値となる。 

・資料 15ページ内に「チョイソコやまのうち」を追加。 

・資料 17ページ、昨年度から担当者等が変わっているため、変更する。 

 

 ４-２ 令和７年度地域公共交通計画別紙について 

・前回の協議会にて「チョイソコやまのうち」の本格運行について、承諾を得まし

たが、本格運行及び国補助金申請するにあたり、令和 7 年度地域公共交通計画別紙

に「チョイソコやまのうち」の記載が必要であるため、追加します。 

・資料 19ページ内に「チョイソコやまのうち」を追加します。年間利用者数につい

ては、「楽ちんバス」と「チョイソコやまのうち」の合算数値となる。 

・資料 20ページ内に「チョイソコやまのうち」を追加します。デマンドとして運行

するため、計画運行日数 365 日、計画運行回数 2,920 回を追加した。計画運行回数

については、実証運行期間中の一日当たり平均予約件数から算出した。 

 

→【事務局】中野市総務部企画財政課 課長 阿藤 博之（事務局長） 

・資料 20ページ内、「ふれ AIタクシー」を実証実験するにあたり、お出かけタクシ

ーの計画運行日数 244 日から 184 日に減らし、運行回数 490 回から 368 回に減らし

た。 

 

●その他意見なし 

異議がなかったため、議案第３号・４号については原案どおり承認。 

 

４ その他 

●北信地域振興局 企画振興課 課長 羽田 直史 

・計画区域を長野県全域、令和 6年度から 10年度までの計画期間で、長野県地域公

共計画を作成した。 

・地域公共交通を民間事業者の自助努力のみで維持していくことは困難な状況とな
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っている。官民連携のもと、行政の主体的な関与により、「社会的共通資本」である

地域公共交通の維持・発展・利便性の向上を図る。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


